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通話パークについて

Cisco Unified CME 7.1での通話パークの機能拡張
Cisco Unified CME 7.1では SIP電話の通話パークのサポートが追加され、パーク予約グループ
が導入され、ダイレクト通話パーク機能が強化されました。パークスロットはSCCP電話機と
SIP電話機の間で共有できます。たとえば、SCCP電話機でパークされたコールは、同じ
Cisco Unified CMEルータの SIP電話機で取得できます。通話パーク機能は、[パーク（Park）]
ソフトキーをサポートするSCCP電話機とSIP電話機で使用できます。デフォルトでは、[パー
ク（Park）]ソフトキーはサポートされる電話機に表示されます。

表は、Cisco Unified Cisco Mobility Express 7.1以降のバージョンとそれ以前のバージョンで、電
話機ユーザーが、どのように通話をパークし、取得するかの違いを示しています。SCCP電話
機の場合、唯一の変更点はダイレクト通話パークの取得を実行する方法です。以前のバージョ

ンの Cisco Unified CMEでサポートされていた通話パーク方法は、デフォルトで有効になって
います。パークと取得の方法を変更できるのは、パークされているコールがない場合にだけで

す。

Cisco Unified CME 7.1よりも前の
バージョン（SCCP電話機のみ）

Cisco Unified Cisco Mobility Express 7.1
以降のバージョン（SCCPおよび SIP
電話機）

1
。

機能

[パーク（Park）]ソフトキーを押
して、コールをパークします。

[パーク（Park）]ソフトキーを押し
て、コールをパークします。

通話パーク（基

本）
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Cisco Unified CME 7.1よりも前の
バージョン（SCCP電話機のみ）

Cisco Unified Cisco Mobility Express 7.1
以降のバージョン（SCCPおよび SIP
電話機）

1
。

機能

次のいずれかを実行します。

•パークスロット内線番号をダ
イヤルします。

• [ピック（Pickup）]ソフトキー
を押して、パークスロット内

線番号をダイヤルします。

• [ピック（Pickup）]ソフトキー
と、コールがパークされた電

話機のアスタリスク（*）を押
します。

次のいずれかを実行します。

•パークスロット内線番号をダイ
ヤルします（SCCPおよび
SIP）。

• [ピック（Pickup）]ソフトキーを
押して、パークスロット内線番

号をダイヤルします（SCCPの
み）。

• [ピック（Pickup）]ソフトキー
と、コールがパークされた電話

機のアスタリスク（*）を押しま
す（SCCPのみ）。

service
directed-pickupコ
マンドが構成され

ている場合のみ

（デフォルト）、
Call Park Retrieval2

[転送（Transfer）]ソフトキーを押
して、パークスロット内線番号を

ダイヤルします。

[転送（Transfer）]ソフトキーを押し
て、パークスロット内線番号をダイ

ヤルします。

ダイレクト通話

パーク

基本通話パーク取得と同じです。取得用の FACおよびパークスロット
内線番号をダイヤルします。

ダイレクト通話

パーク取得

1
有効にする必要があります

2 SCCP電話機は、Park Retrievalに対して Pickupソフトキーをサポートします。そうでな
い場合、[ピック（Pickup）]ソフトキーではローカルグループのピックアップが開始さ
れます。

[通話パーク（Call Park）]機能を有効化するには、「通話パークまたはダイレクトされた通話
パークの有効化（10ページ）」を参照してください。

基本通話パーク

通話パーク機能では、電話機のユーザが特別な内線番号で通話を保留にして、システム内の他

の電話機から取得することができます。Parkソフトキーを押すと、call-parkスロットと呼ばれ
る内線で通話をパークできます。CiscoUnifiedCMEは次に利用可能な通話パークスロットを選
択し、電話機にその番号を表示します。その後、別の電話機のユーザが通話パークスロットの

内線番号をダイヤルするとコールを取得できます。

通話パークスロットとして使用する単一の内線番号または内線番号の範囲を定義できます。各

通話パークスロットには一度に1つのコールを保留にすることができるため、ユーザがパーク
できるコール数は作成できるスロット数と同じです。セカンダリ番号を使用してコールをグ

ループ化する場合、パークされた順序でコールが取得されます。最も長時間パークされていた

コールが、最初に通話パークスロットから取得されます。

通話パーク
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コールでG.711コーデックを使用している場合、またはコールでトランスコーディングされた
G.729を使用している場合、パークスロットにパークされた発信者には、保留音（MOH）オー
ディオストリームが聞こえます。そうでない場合、発信者には保留トーンが聞こえます。ビ

ジー状態のスロットでコールをパークしようとするユーザにはビジー音が聞こえます。

通話パークスロットは、buttonmコマンドを使用してモニタボタンに通話パークスロットを割
り当てることでモニタされます。モニタされているスロットに通話がパークされると、回線状

態は、[使用中（in use）]になります。モニタされている通話パークスロットにパークされた
コールは、割り当てられたモニタボタンでピックアップできます。

1つの内線での使用を予約された通話パークスロットを作成するには、最後の 2桁が内線番号
の最後の2桁と同じになる番号を、そのスロットに割り当てます。内線がコールのパークを開
始すると、システムは最初に、最後の 2桁が内線番号と同じ通話パークスロットを検索しま
す。このような通話パークスロットが存在しない場合、システムは使用可能な通話パークス

ロットを選択します。

同じ内線番号を持つ複数の通話パークスロットを作成すると、特定の部門またはユーザのグ

ループの複数のコールを基地の内線番号でパークできるようになります。たとえば、金属製品

販売店で配管部門へのコールを内線番号 101でパークし、照明部門へのコールを内線番号 102
でパークする、といったことができます。配管部門の全員が、101にパークされたコールが自
部門へのコールだということを認識し、内線番号101からコールをピックアップできます。複
数のコールが同じ通話パークスロット番号でパークされる場合、パークされた順序でピック

アップされます。つまり、最も長くパークされていたコールがその通話パークスロット番号か

ら最初にピックアップされます。

複数の通話パークスロットが同じ内線番号を使用する場合、no huntstopコマンドを使用して
その内線番号を使用する各 ephone-dnを構成する必要があります。これは、通話が送信される
最後の ephone-dnは除外されます。さらに、preferenceコマンドを使用して、各 ephone-dnを構
成する必要があります。ephone-dnの順序に合わせてプリファレンスの数値を大きくする必要
があります。つまり、ephone-dnタグが最も小さいパークスロットは、プリファレンス番号を
最も小さい数値にする必要があります。preference および huntstopコマンドを構成しなかった
場合、2番目の通話がパークされた後で、パークされたすべての通話で、ビジーシグナルが生
成されます。パークに転送された発信者にはビジー信号が聞こえますが、コールをパークした

電話機ユーザには、コールが失われたことが通知されません。

park-slotコマンドの timeoutキーワードを使用すると、通話をパークした内線でリマインダの
呼び出しができます。timeoutキーワードと引数は、通話パークリマインダリングがタイムア
ウトあうるか非アクティブになる間隔長を設定します。timeoutキーワードが使用されていな
い場合、リマインダリングは、通話がパークされている内線に送信されません。タイムアウト

の間隔とリマインダリングの回数は、limitキーワードと引数で構成します。たとえば、最大3
回のタイムアウト間隔で 2回のリマインダリングを送信します（間隔 1、リング 1、間隔 2、
リング 2、間隔 3）。timeoutおよび limitキーワードおよび引数は、パークされたままとなる
通話の最大時間をセットします。たとえば、10秒のタイムアウト間隔と最大5回のタイムアウ
ト間隔（park-slot timeout 10 limit 5）は、約 50秒、通話をパークします。

notifyキーワードを使用して、リマインダリングを受信する追加の内線番号を指定する場合を
除いて、通話がパークされた内線番号だけにリマインダリングが送信されます。notifyキーワー
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ドを使用して追加の内線番号を指定した場合、その内線の電話機ユーザーがPickupソフトキー
とアスタリスク（*）キーを押と、そのスロットから通話を取得できます。

通話パークスロットでパークされるコールのタイムアウト間隔の長さと、コールが再呼出され

るか転送される前に発生するはずのタイムアウト間隔の回数の両方を定義できます。park-slot
コマンドで転送先を指定する場合、タイムアウト間隔が過ぎた後に、パーク中の電話機のプラ

イマリ番号ではなく、指定された転送先に通話が転送されます。

nameコマンドを使用して通話パークスロットに名前が指定されている場合、再呼び出し時ま
たは転送時に内線番号ではなく、その名前が表示されます。

また、再呼び出し先または転送先が使用中（呼び出し中または接続済み）の場合、パークされ

たコールの転送先の代替内線番号も指定できます。たとえば、図 1 :専用通話パークの例（8
ページ）に示すように、プライマリ内線が 2001の電話機に対してプライベートパークスロッ
トで通話がパークされます。タイムアウトを過ぎると、内線番号 2001への再呼び出しを試行
しますが、その回線は別のコールに接続されます。システムはその後、コールを代替内線番号

3784に転送します。

パークされた進行中の通話の表示

電話機メニューの電話機の [サービス（Service）]ボタンを押して、[電話アプリ（My Phone
Apps）] > [パークリスト（Park List）]の順に選択すると、SIPおよび SCCP電話機でパークさ
れた進行中の通話のリストを表示することができます。

パークされた通話のリストから通話を再呼び出しするには、目的の通話を選択して、Pickupソ
フトキーを押します。

パークされた通話のリストを更新するには、メニューの [更新（Update）]ソフトキーを押し
ます。

最新のパークされた通話は、リストの一番上に表示されます。

この機能は、SCCPおよび SIP電話機の PLKボタンとして構成できます。詳細について
は、CiscoUnified SCCP回線キーの機能ボタンの構成およびCiscoUnified SIP電話回線キー
の機能ボタンの構成を参照してください。

（注）

パークされた通話のアクティブリストを表示するようにユーザーイン

ターフェイスを構成

この機能により、ユーザーはパークされた進行中の通話のリストを表示できます。これは、デ

フォルトで有効になっています。

通話パーク

4

通話パーク

パークされた進行中の通話の表示

cmeadm_chapter48.pdf#nameddest=unique_1122
cmeadm_chapter48.pdf#nameddest=unique_1123
cmeadm_chapter48.pdf#nameddest=unique_1123


この作業を実行する必要があるのは、この機能が電話機で無効になっている場合のみで

す。

この機能は、SCCPおよび SIP電話機ではデフォルトで有効になっています。SCCP電話
機の場合、この機能を有効または無効にすることができます。ただし、SIP電話には有効
化または無効化オプションがありません。

（注）

•パークされた進行中の通話が20を超える場合、パークされた最初の20の進行中の通
話だけが表示されます。

• reserved-forコマンドを使用して構成された専用のプライベート通話パークスロット
は、電話機のディスプレイではサポートされていません。

制約事項

始める前に

• Cisco Unified CME 10.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone phone-tag

4. phone-ui park-list
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 3

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。

Router(config)# ephone 12

通話パーク
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目的コマンドまたはアクション

電話ユーザーがパークされた進行中の通話のリスト

を表示できるようにします。

phone-ui park-list

例：

ステップ 4

•このコマンドは、デフォルトで有効になってい
ます。

Router(config-ephone)# phone-ui park-list

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-ephone)# end

ダイレクト通話パーク

ダイレクト通話パーク機能では、電話機のユーザが [転送（Transfer）]ソフトキーを使用して、
コールを特定の通話パークスロットに転送できます。たとえば、顧客が小売店にコールし、ス

ポーツ用品部門に問い合わせを行うとします。コールに応答したオペレータは、コールをス

ポーツ用品部門に関連付けられたパークスロットの1つに転送し、コールを取得するようにス
ポーツ用品部門を呼び出します。ダイレクト通話パークの話中ランプフィール（BLF）をサ
ポートする電話機を設定すると、特定のダイレクト通話パークスロットのビジーテータスおよ

びアイドルステータスをモニタできます。

CiscoUnifiedCME4.0よりも前のバージョンでは、発信者がパーク状態にする通話パークスロッ
ト番号を直接ダイヤルできました。別のコールがすでにスロットにパークされている場合、発

信者にはビジー音が聞こえます。

Cisco Unified CME 4.0から Cisco Unified CME 7.0では、ユーザがパークスロット内線番号をダ
イヤルするか、または [ピック（Pickup）]ソフトキーを使用してパークスロット内線番号をダ
イヤルすることによって、ダイレクト通話パークスロットからコールを取得します。スロット

にパークされているコールがない場合、発信者にはビジー音が聞こえます。

Cisco Unified CME 7.1以降のバージョンでは、ユーザは機能アクセスコード（FAC）と通話
パークスロットの番号をダイヤルして、ダイレクトスロットからコールを取得します。

CiscoUnifiedCMEはリモート電話機からのダイレクト通話パークをサポートしますが、ダイレ
クト通話パークスロットに対してローカルな電話機だけがコールを取得できます。

パーク予約グループ

CiscoUnifiedCME7.1以降のバージョンでは、パーク予約グループを使用して通話パークスロッ
トにオーナーシップを割り当てることができます。パーク予約グループが設定されたパークス

ロットは、同じパーク予約グループが設定された電話機だけで使用できます。パーク予約グ

ループがないパークスロットは、パーク予約グループに割り当てられていない電話機で使用で

きます。

Cisco Unified CME 7.1よりも前のバージョンでは、プライマリ回線に基づいて特定の電話機用
の専用通話パークスロットを予約できました。その電話機のすべての回線で専用パークスロッ

通話パーク
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トを使用できました。Cisco Unified CME 7.1の新しいパーク予約グループ機能では、専用パー
クスロットの使用に代わり、拡張されたパークスロット予約方法が提供されます。

パーク予約グループは、ダイレクト通話パークスロットに対してはサポートされません。

予約グループは、予約グループを持つ電話機で同じ予約グループ内のパークスロットに

パークできるようにするために使用されます。

同じCME内のどの電話機でも、パークされたコールを取得できます。したがって、コー
ルを取得するときではなく、コールパークするときにルールが適用されます。

（注）

専用通話パークスロット

park-slotコマンドの reserved-forキーワードを使用して、ephone専用のプライベート通話パー
クスロットを構成します。専用通話パークスロットは電話機のプライマリ内線番号に関連付け

られます。この電話機のすべての内線番号で、専用パークスロットにコールをパークできま

す。この電話機の内線番号は、専用パークスロット内のコールをパークできる内線番号だけに

なります。パークスロットに一度にパークできるコールは 1つだけです。すでに使用中のス
ロット内にコールをパークしようとすると、ビジー音が返されます。

次のいずれかの方法を使用して、専用通話パークスロットにコールをパークできます（パーク

を行う内線番号は、プライマリ内線番号が専用パークスロットに関連付けられた電話機の内線

番号にする必要があります）。

•アクティブコールで、IP Phoneのユーザは [パーク（Park）]ソフトキーを押します。

•アクティブコールで、IP Phoneのユーザは [転送（Transfer）]ソフトキーおよび通話パー
ク機能の標準またはカスタム FAC（機能アクセスコード）を押します。通話パークの標
準 FACは **6です。

•アクティブコールで、アナログ電話機のユーザはフラッシュフックおよび通話パーク機能
の標準またはカスタム FAC（機能アクセスコード）を押します。

次のいずれかの方法を使用して、専用通話パークスロットからコールを取得できます。

• IP Phoneのユーザは [ピック（Pickup）]ソフトキーを押し、パークスロット番号をダイヤ
ルします。

• IP Phoneのユーザは [発信（New Call）]ソフトキーを押し、パークスロット番号をダイヤ
ルします。

•アナログ電話機のユーザはハンドセットを持ち上げ、ダイレクトコールピックアップの
標準またはカスタムFACを押し、パークスロット番号をダイヤルします。ダイレクトピッ
クアップの標準 FACは **5です。

コールをパークしようとしている ephone-dnの専用パークスロットがCiscoUnified CMEシステ
ム内のどこにも見つからない場合、システムは標準通話パーク手順を使用します。つまり、シ

ステムは（コールをパーク使用としている ephone-dnの最後の 2桁と一致する ephone-dn番号

通話パーク
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の）優先されるパークスロットを検索し、見つからない場合は、使用可能な通話パークスロッ

トを使用します。

図 1 :専用通話パークの例（8ページ）では、専用通話パークスロットの例を示しています。

タイムアウト間隔が過ぎた後に通話を再呼び出しする必要があることが構成で指定されている

場合、電話機の内線番号がパークを行うかどうかに関係なく、通話は常に電話機のプライマリ

内線番号に返されます。図 1 :専用通話パークの例（8ページ）には、内線番号 2001、2002、
および 2003で構成される ephone、および内線番号 3333のプライベート通話パークスロット
が示されています。パークされた通話のタイムアウトが過ぎると、プライベート通話パークス

ロットが通話を再呼び出しするように設定されています。この例では、[パーク（Park）]ソフ
トキーを使用して、内線番号 2003でコールをパークします。タイムアウト間隔が過ぎると、
内線番号 2001で呼び出し音が鳴ります。

図 1 :専用通話パークの例（8ページ）の設定では、60秒のタイムアウトが 3回過ぎたら
（180秒後に）、コールを再コールするか、パークスロットから転送することが指定されてい
ます。また、3回のタイムアウトが過ぎる前に、電話機はパークされたコールがあることを示
すアラーム通知を受信します。アラームは、60秒のタイムアウト間隔が過ぎるたびに（60秒
後と120秒後）送信されます。通話をシンプルにパークし、リマインダリングを送信せずに、
再呼び出しまたは転送するように、上限が 1になるよう timeoutコマンドを設定することがで
きます。

図 1 :専用通話パークの例

通話パークロッキング

Cisco Unified Cisco Mobility Express 4.0以降では、各 transfer-park blockedコマンドを使用する
と、個々の Ephoneが通話パークスロットに転送されるのを防ぐことができます。このコマン
ドは、[パーク（Park）]ソフトキーだけを使用する通話パークを許可しながら、[転送（Transfer）]
ソフトキーおよび通話パークスロット番号を使用するパークへの転送を防止します。（[パー

通話パーク
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ク（Park）]ソフトキーの使用を防止するには、ephoneテンプレートを使用して電話機から削
除します。ソフトキーのカスタマイズを参照してください）。

例外は、予約された、または専用のパークスロットがある電話機の場合です。専用パークス

ロットがある ephoneで transfer-park blockedコマンドを使用する場合、電話機が電話機の専
用パークスロット以外のパークスロットでの通話のパークからブロックされますが、専用パー

クスロットでの通話のパークは可能です。

通話パークリダイレクト

デフォルトでは、通話パーク機能を使用するH.323コールおよび SIPコールがヘアピンコール
自動転送またはヘアピン転送を使用して、コールをパークするか、またはパークからのコール

をピックアップします。call-park system redirectコマンドを使用すると、Call Forwardまたは
Call Transfer向け H.450または the SIP Referメソッドを通話が使用するように指定できます。
コマンドの no形式は、システムをデフォルト動作に戻します。

通話パーク再呼び出しの機能拡張

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5以前のバージョンでは、宛先の電話機がオフフックまた
は呼び出し中の場合、パークされた通話は、通話をパークした電話機または通話を転送した元

の電話機で取り消すことも、転送することもできませんでした。

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.5では、telephony-service構成モードの call-park systemコ
マンドに recall forceキーワードが追加されたので、ユーザーは、パークされた通話をパーク
状態にした電話機、または予約済みの電話機に強制的に再呼び出しまたは転送できます。宛先

の電話が通話に応答できる場合は、その番号をプライマリDNとして使用します。その他の構
成例については、「通話パーク再呼び出しの構成例（20ページ）」を参照してください。

Unified CiscoMobility Express 10.5より前は、通話パークの再呼び出しと着信コールの着信音は
同じでした。Unified CiscoMobility Express 10.5では、パーク再呼び出しに新しい着信音が導入
され、ユーザーが通話タイプを明確に識別できるようになりました。この機能をアクティブに

するための構成は必要ありません。SCCPエンドポイントの着信音は機能リングであり、SIP
エンドポイントの着信音は Bellcore-dr2です。

[典型的な通話パーク呼び出し（Distinctive Call Park Recall）]機能は、SCCPエンドポイントの
すべての電話機ファミリでサポートされています。SIP電話機の場合、この機能は Cisco IP
Phone 7800 Series、8900 Seriesおよび 9900 Series Phoneでサポートされています。

Cisco IP Phone 8800 Series電話機では、[典型的な通話パーク呼び出し（DistinctiveCall Park
Recall）]機能はサポートされていません。

（注）

通話パーク
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パークモニタリング

In Cisco Unified CME 8.5以降のバージョンでは、パークモニタリング機能で、パーク中のコー
ルが取得または破棄されるまでコールをパークし、パーク中のコールのステータスをモニタす

ることができます。Cisco Unified SIP IP Phone 8961、9951、または 9971は [パーク（Park）]ソ
フトキーを使用してコールをパークし、パークモニタリング機能はパーク中のコールのステー

タスをモニタします。パーク中のコールが取得されるか、またはパーク取得者によって破棄さ

れるまで、パークモニタリングコールバブルはクリアされません。このパーク中の通話は、

パーク元の電話機で同じ通話バブルを使用して取得でき、パーク中の通話状態を監視できま

す。

通話がパークされると、Cisco Unified Cisco Mobility Expressは SIP NOTIFYメッセージをパー
ク元の電話機に送信します。このメッセージは、通話がパークされている間にパーク元の電話

機でパークスロット番号を表示できるように、「パークされた」イベントとパークスロット番

号を示します。

パーク中の通話が取得されると、Cisco Unified Cisco Mobility Expressは別の SIP NOTIFYメッ
セージをパーク元の電話機に送信します。このメッセージは、この電話機で通話バブルをクリ

アできるように、「取得された」イベントを示します。パーク中の通話が取得者によって接続

解除されると、Cisco Unified Cisco Mobility Expressは SIP NOTIFYメッセージをパーク元の電
話機に送信します。このメッセージは、「破棄された」イベントを示し、パーク元の電話機は

パーク中の通話のキャンセル時に通話バブルをクリアします。

パーク中の通話が再呼出または転送されると、CiscoUnifiedCiscoMobilityExpressはSIPNOTIFY
メッセージをパーク元の電話機に送信します。このメッセージは、パーク元の電話機でパー

ク、再呼出、および転送の実行時に通話バブルをクリアできるように、「転送された」イベン

トを示します。また、パーク元の電話機から直接コールバブルを選択するか、または電話機で

[復帰（Resume）]ソフトキーを押して、パーク中のコールを取得できます。

[パーク監視（Park Monitor）]機能は、Cisco IP Phone 7800 Seriesおよび Cisco Unified IP
Phone 9900 Seriesでサポートされています。ただし、Cisco IP Phone 8800 Seriesは [パーク
監視（Park Monitor）]機能をサポートしていません。

（注）

通話パークの構成

通話パークまたはダイレクトされた通話パークの有効化

SCCP電話機または SIP電話機で通話パークを有効にするには、次の手順を実行します。

通話パーク
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• SIP電話機の場合、Cisco Unified IP Phone 7905、7912、7921、7940、または 7960には
[パーク（Park）]ソフトキーがサポートされていません。

•パーク取得はローカル電話だけでサポートされます。電話機で別のCiscoUnifiedCME
ルータへリモートにコールをパークできますが、通話パークスロットをホストしてい

るローカルルータに登録された電話機だけがコールを取得できます。

• Cisco Unified CME 7.1よりも前のバージョンでは、通話パークとダイレクト通話パー
クで同じ通話パークスロットを共有していました。Cisco Unified CME 7.1以降のバー
ジョンでは、ダイレクト通話パークを使用している場合、ユーザがコールを基本パー

クスロットに転送しようとすると、Cisco Unified CMEはパーク取得であると見なし
ます。

•ユーザーが、PickUpソフトキーを押して、通話パークスロットまたはアスタリスク
（*）の内線番号にダイヤルすると、SCCP電話機でパークされた通話を取得するこ
とができます（service directed-pickupコマンドが有効な場合のみ（デフォルト））。
そうでない場合、これによってローカルグループピックアップが開始されます。

•ダイレクト通話パークでは、パーク予約グループがサポートされません。

•同じ内線番号の異なるディレクトリ電話番号で、通話パーク設定が同じになっている
必要があります。

• H.323トランクからのコールは、SIP電話機ではサポートされません。

• call-park system applicationコマンドでは、Hold Pickupはサポートされていません。

制約事項

始める前に

• SIP電話機では、Cisco Unified CME 7.1以降のバージョンが必要。

• IP Phoneが [パーク（Park）]ソフトキーをサポートしていること。デフォルトでは、サ
ポートされる SCCP電話機および SIP電話機に [パーク（Park）]ソフトキーが表示されま
す。以前に無効にした場合、softkeys connected コマンドを使用して、Parkソフトキーを
有効化する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. telephony-service
4. call-park system{application |redirect }
5. fac{standard | custom dpark-retrieval custom-fac}
6. exit
7. ephone-dn dn-tag [dual-line]
8. number number [secondary number] [no-reg[both| primary]]

通話パーク
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9. park-slot [ directed] [reservation-group group-number] [reserved-for extension-number]
[[timeout secondslimit count ][notify extension-number [only]] [recall][transfer
extension-number ][alternate extension-number] [retry secondslimit count]]

10. exit

11. ephone phone-tagまたは voice register pool phone-tag

12. park reservation-group group-number

13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

telephony-serviceコンフィギュレーションモードを
開始します。

telephony-service

例：

ステップ 3

Router(config)# telephony-service

通話パーク機能のシステムパラメータを定義しま

す。

call-park system{application |redirect }

例：

ステップ 4

• application—CiscoUnified CiscoMobility Express
7.1以降のバージョンでサポートされている [通

Router(config-telephony)# call-park system
application

話パーク（Call Park）]機能と [ダイレクトされ
た通話パーク（DirectedCall Park）]機能を有効
にします。

• redirect—H.323および SIP電話機が、Call
Forwardingまたは Call Transferの H.450または
SIP Refer方式を使用して、通話をパークし、
パークから通話に応答するよう指定します。

SCCP電話機と SIP電話機で、標準 FACを有効に
するか、あるいはダイレクトパーク取得機能のカ

スタム FACエイリアスを作成します。

fac{standard | custom dpark-retrieval custom-fac}

例：

Router(config-telephony)# fac custom
dpark-retrieval #25

ステップ 5

• Cisco Unified CME 7.1以降のバージョンでは、
このコマンドを有効にして、ダイレクトパー

ク取得機能を使用できます。

通話パーク
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目的コマンドまたはアクション

• standard—すべての電話機に対して標準 FAC
を有効化します。パーク取得の標準 FACは
**10です。

• custom—機能のカスタム FACを作成します。

• custom-fac— IP Phoneまたはアナログ電話で
キーパッドを使用してダイヤルするユーザー定

義のコード。カスタム FACには、0～ 9の数
字と *および #を含めて、最大 256文字を指定
できます。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 6

Router(config-telephony)# exit

ephone dnコンフィギュレーションモードを開始し
て、IPフォンのディレクトリ番号、インターコム

ephone-dn dn-tag [dual-line]

例：

ステップ 7

回線、音声ポート、またはメッセージ待機インジ

ケータ（MWI）を定義します。
Router(config)# ephone-dn 1

• dn-tag —構成タスク中に特定のディレクトリ
番号を指定します。範囲は 1からルータのプ
ラットフォームで許可されるディレクトリ番号

の最大数までです。範囲を表示するには、?と
入力します。

内線番号をこのディレクトリ番号に関連付けます。number number [secondary number] [no-reg[both|
primary]]

ステップ 8

• number —内線または E.164電話番号を示す最
大 16桁の文字列。例：

Router(config-ephone-dn)# number 3001

プライマリ番号は通話パークスロットで

一意にする必要があります。

（注）

コールを一時的に保留にする（パークする）内線番

号（通話パークスロット）を作成します。

park-slot [ directed] [reservation-group
group-number] [reserved-for extension-number]
[[timeout secondslimit count ][notify

ステップ 9

• directed—（オプション）この内線番号を使用
してダイレクトされた通話パークを有効にしま

extension-number [only]] [recall][transfer
extension-number][alternate extension-number][retry
secondslimit count]] す。このキーワードはCiscoUnifiedCME7.1以

降のバージョンでサポートされています。
例：

• reservation-groupgroup-number —（オプショ
ン）このスロットを、指定された予約グループ

Router(config-ephone-dn)# park-slot directed

付きで設定された電話機のために予約します。

通話パーク
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目的コマンドまたはアクション

これは、ステップ 12で電話機に割り当てたグ
ループです。このキーワードは Cisco Unified
CME7.1以降のバージョンでサポートされてい
ます。

• reserved-forextension-number—（オプション）
このスロットをプライマリ回線の内線番号付き

電話機用にプライベートのパークスロットとし

て予約します。

reservation-groupおよび reserved-forキー
ワードは、相互に排他的です。

reservation-groupキーワードを使用する
と、 reserved-forキーワードは無視され
ます。予約グループは、予約グループを

持つ電話機で同じ予約グループ内のパー

クスロットにパークできるようにするた

めに使用されます。同じCME内のどの電
話機でも、パークされたコールを取得で

きます。したがって、コールを取得する

ときではなく、コールパークするときに

ルールが適用されます。

（注）

設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 10

Router(config-ephone-dn)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始して、
SCCP電話機の電話機固有のパラメータを設定しま
す。

ephone phone-tagまたは voice register pool phone-tag

例：

Router(config)# ephone 1

ステップ 11

または
または

音声レジスタプールコンフィギュレーションモー

ドを開始して、SIP電話機の電話機固有パラメータ
を設定します。

Router(config)# voice register pool 1

• phone-tag —電話機を識別する一意のシーケン
ス番号。範囲は、バージョンとプラットフォー

ムに依存します。範囲を表示するには、?と入
力します。

（任意）通話パーク予約グループを電話機に割り当

てます。

park reservation-group group-number

例：

ステップ 12

通話パーク
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-ephone)# park reservation-group 1 • group-number—予約グループを識別する一意
の番号。文字列には最大32桁を指定できます。または

•このコマンドは ephoneテンプレートコンフィ
ギュレーションモードまたは音声レジスタテ

Router(config-register-pool)# park
reservation-group 1

ンプレートコンフィギュレーションモードで

設定し、1台または複数の電話機に適用するこ
とができます。電話機の設定はテンプレートの

設定よりも優先されます。

•このコマンドは、Cisco Unified Cisco Mobility
Express 7.1バージョン以降でサポートされてい
ます。

設定モードを終了します。end

例：

ステップ 13

Router(config-ephone)# end

または

Router(config-register-pool)# end

基本通話パーク、ダイレクトされた通話パーク、およびパーク予約グループの例

基本通話パーク

次に、SCCP電話機またはSIP電話機で使用できる 3つの基本通話パークスロットの例
を示します。任意の電話機で、これらの内線番号でパークされたコールを取得できま

す。

ephone-dn 23
number 8123
park-slot timeout 10 limit 2 recall
description park slot for Sales
!
ephone-dn 24
number 8124
park-slot timeout 10 limit 2 recall
description park slot for Sales
!
ephone-dn 25
number 8125
park-slot timeout 15 limit 3 recall retry 10 limit 2
description park slot for Service

ダイレクト通話パーク

次は、CiscoUnifiedCiscoMobilityExpress 7.1以降で拡張された [通話パーク（Call Park）]
機能と [ダイレクトされた通話パーク（Directed Call Park）]機能を、call-park system
applicationコマンドを使用して、telephony-service構成モードで、有効化する例です。

通話パーク
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内線番号が 3110と 3111の 2つの通話パークスロットは、ダイレクト通話パークを使
用する薬局へのコールをパークするために使用できます。

telephony-service
load 7960-7940 P00308000500
max-ephones 100
max-dn 240
ip source-address 10.7.0.1 port 2000
cnf-file location flash:
cnf-file perphone
voicemail 8900
max-conferences 8 gain -6
call-park system application
transfer-system full-consult
fac standard
create cnf-files version-stamp 7960 Sep 25 2007 21:25:47
!
!
ephone-dn 10
number 3110
park-slot directed
description park-slot for Pharmacy
!
ephone-dn 11
number 3111
park-slot directed
description park-slot for Pharmacy

パーク予約グループ

次に、2つの通話パークスロットに設定されるパーク予約グループの例を示します。
内線番号 8126は、グループ 1のために設定され、電話機 3および 4に割り当てられま
す。内線番号 8127は、グループ 2のために設定され、電話機 10および 11に割り当て
られます。薬局へのコールが内線 8126でパークされ、電話機 3と 4で取得できます。

ephone-dn 26
number 8126
park-slot reservation-group 1 timeout 15 limit 2 transfer 8100
description park slot for Pharmacy
!
ephone-dn 27
number 8127
park-slot reservation-group 2 timeout 15 limit 2 transfer 8100
description park slot for Auto
!
!
ephone 3
park reservation-group 1
mac-address 002D.264E.54FA
type 7962
button 1:3
!
!
ephone 4
park reservation-group 1
mac-address 0030.94C3.053E
type 7962
button 1:4
!
!

通話パーク
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ephone 10
park reservation-group 2
mac-address 00E1.CB13.0395
type 7960
button 1:10
!
!
ephone 11
park reservation-group 2
mac-address 0016.9DEF.1A70
type 7960
button 1:11

通話パークの確認

ステップ 1 show running-configコマンドを使用して構成を確認します。出力の ephone-dnの部分に通話パークスロッ
トが一覧表示されます。

例：

Router# show running-config

!
ephone-dn 23
number 853
park-slot timeout 10 limit 1 recall
description park slot for Sales
!
!
ephone-dn 24
number 8126
park-slot reserved-for 126 timeout 10 limit 1 transfer 8145
!
!
ephone-dn 25
number 8121 secondary 121
park-slot reserved-for 121 timeout 30 limit 1 transfer 8145
!
!
ephone-dn 26
number 8136 secondary 136
park-slot reserved-for 136 timeout 10 limit 1 recall
!
!
ephone-dn 30 dual-line
number 451 secondary 501
preference 10
huntstop channel
!
!
ephone-dn 31 dual-line
number 452 secondary 502
preference 10
huntstop channel
!

ステップ 2 show telephony-service ephone-dnコマンドを使用すると通話パーク構成情報を表示できます。

通話パーク

17

通話パーク

通話パークの確認



例：

Router# show telephony-service ephone-dn

ephone-dn 26
number 8136 secondary 136
park-slot reserved-for 136 timeout 10 limit 1 recall

再呼び出しされたコールのタイムアウト時間の構成

再呼び出しされた通話に対して応答がない場合のタイムアウト時間を構成するには、次の手順

を実行します。このコマンドは、応答がない場合に呼び出し状態の通話がタイムアウト期間後

に自動的に切断されるすべての IP Phoneにも適用できます。

この機能は、デフォルトで有効にされています。この作業を実行する必要があるのは、この機

能が電話機で無効になっている場合のみです。

始める前に

Cisco Unified CME 10.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone ring timeouts seconds

4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

通話を切断する前のタイムアウト期間を入力しま

す。

ephone ring timeouts seconds

例：

ステップ 3

Router(config)# ring timeout 25

通話パーク
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

Router(config-ephone)# exit

例

次は、ring timeoutsコマンドが電話機で有効になっている例を示しています。
ephone-dn 10 dual-line
number 1001
no huntstop
huntstop channel
ephone-dn 11 dual-line

通話パークのトラブルシューティング

ステップ 1 show ephone-dn park

このコマンドを使用して、設定された通話パークスロットとそのステータスを表示します。

Router# show ephone-dn park

DN 50 (1560) park-slot state IDLE
Notify to () timeout 30 limit 10

ステップ 2 debug ephoneコマンドを使用すると、ephone関連のメッセージや状態を監視できます。詳細については、
「Cisco Unified Cisco Mobility Expressコマンド参照」を参照してください。

通話パークの設定例

基本的な通話パークの構成例

次に、番号が 1560の通話パークスロットを作成する例を示します。コールがこの番号でパー
クされた後、システムはコールがパークされた内線番号に対して 30秒の間隔で 10回のリマイ
ンダリングを送信します。

ephone-dn 50
number 1560
park-slot timeout 30 limit 10

通話パーク
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/command/reference/cme_cr.html


通話パークを使用しない電話機のブロッキング例

次に、ephone 25および内線番号 234、235、および 236に対して通話パークスロットでコール
がパークされるのを防ぐ例を示します。

ephone-dn 11
number 234

ephone-dn 12
number 235

ephone-dn 13
number 236

ephone 25
button 1:11 2:12 3:13
transfer-park blocked

次に、ephone6で内線番号に専用パークスロットを設定し、その電話機の内線番号2977、2978、
および2979からの通話パークへの転送をブロックする例を示します。これらの内線番号では、
Parkソフトキーまたは Transferソフトキーおよび通話パークの FACを使用して、電話機の専
用パークスロットで通話をパークすることはできます。

ephone-dn 3
number 2558
name Park 2977
park-slot reserved-for 2977 timeout 60 limit 3 recall alternate 3754

ephone-dn 4
number 2977

ephone-dn 5
number 2978

ephone-dn 6
number 2979

ephone 6
button 1:4 2:5 3:6
transfer-park blocked

通話パークリダイレクトの構成例

次に、パークされるH.323コールおよび SIPコールが、パークされるかピックアップされると
きに H.450または SIP Refer方式を使用するように指定する例を示します。

telephony-service
call-park system redirect

通話パーク再呼び出しの構成例

次の例は、電話機がビジーのときに、以前にパークされた通話を強制的に再呼び出しする方法

を示しています。

通話パーク
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Router# configure terminal
Router(config)# telephony-service
Router(config-telephony)# call-park system ?
recall Configure parameters for recall
Router(config-telephony)# call-park system recall ?
force Force recall for busy call park initiator
Router(config-telephony)# call-park system recall force

次の作業

[パーク（Park）]ソフトキー使用の制御

キーディスプレイを削除せずに、call park（Park）ソフトキーの機能をブロックするには、
features blockedコマンドを含む ephoneテンプレートを作成し適用します。詳細については、
ソフトキーのカスタマイズを参照してください。

1台以上の電話機から call park（Park）ソフトキーを削除するには、適切な softkeysコマンドを
含む ephoneテンプレートを作成し、適用します。詳細はソフトキーのカスタマイズを参照し
てください。

ephoneテンプレート

通話パークスロットへの転送をブロックする transfer-park blockedコマンドには、各 ephone
に適用されている ephoneテンプレートを含めることができます。

Parkソフトキーは、ephoneテンプレートに適切な softkeysコマンドを含め、そのテンプレート
を各 ephoneに適用することによって、1台以上の電話機のディスプレイから削除できます。

詳細については、テンプレートを参照してください。

機能アクセスコード

システムに対して標準またはカスタム FACが有効になっている場合、電話機のソフトキーの
代わりに機能アクセスコード（FAC）を使用してコールをパークできます。通話パーク FAC
は通話パークスロットへの転送であると見なされるため、[転送（Trnsfer）]ソフトキー（IP
Phoneの場合）またはフックフラッシュ（アナログ電話機の場合）を使用して転送を開始した
後だけ有効になります。次に、通話パークの標準 FACを示します。

•専用パークスロット：標準 FACは **6です。

•使用可能な任意のパークスロット：標準 FAC **6とオプションのパークスロット番号で
す。

FACの詳細については、機能アクセスコードを参照してください。

通話パーク
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cmeadm_chapter34.pdf#nameddest=unique_30
cmeadm_chapter34.pdf#nameddest=unique_30
cmeadm_chapter47.pdf#nameddest=unique_132
cmeadm_chapter23.pdf#nameddest=unique_129


通話パークの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 :通話パークの機能情報

機能情報Cisco Unified Cisco Mobility
Expressのバージョン

機能名

call-park systemコマンドに再
呼び出し強制キーワードを追

加しました。

9.5通話パーク再呼び出しの機能

拡張

パークモニタのサポートが導

入されました。

8.5通話パーク

SIP電話機の通話パークのサ
ポートが追加され、パーク予

約グループが導入され、ダイ

レクト通話パークが強化され

ました。

7.1

専用通話パークスロット、代

替再コール場所、通話パーク

のブロックが導入されまし

た。スロットへのパークを試

行するのではなく、パークさ

れたコールのピックアップを

試行しようとすると、パーク

スロットへのダイレクトコー

ルが中断されるようになりま

した。

4.0

通話パークスロットのモニタ

リングが導入されました。

3.2.1

通話パークが導入されまし

た。

3.1

通話パーク
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


